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1. 設立の経緯

地球温暖化 平均気温が1.5℃上昇すると後戻りできない影響が生じる

※産業革命以前との比較、既に平均気温は1℃上がっている。(2030年に到達する
予測もある) 影響とは・・異常気象の頻発、生態系の変化、氷の融解など

温室効果ガス 主に二酸化炭素(CO2) 化石燃料の燃焼で発生

森林伐採・磯焼け等でCO2吸収力の低下

※意外と知られていない主要発生源は、電気の発電(火力発電・・ガス、石炭)

化石燃料を使わない発電 再生可能エネルギーによる発電の有効性

・水力発電 ・地熱発電
・太陽光発電 ・風力発電 など

松前町は、日本有数の風況が優れた町であり、風力発電の適地とされて
いる。大型・小型を問わず、風力発電施設が想像以上に増加
一方で、住民に対する恩恵は、目に見えて感じるものがない現状にある。
2023年3月 松前町は、「ゼロ・カーボンシティ表明」をし、2030年ま
でにCO2の大幅削減を目指し、風力発電をメインとした脱炭素対策と持
続可能なまちづくりに寄与する地域の発展と恩恵を模索する。

要因

対策



2. 松前の風力発電等の現状

① 風力発電設備等の現状
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太陽光発電（屋根置除く） １４カ所 約６，１０８KW

(仮)設備利用率12.55% 年間発電量 ６，７１５ＭＷｈ

風力発電（大型）１２基（3,400KW/基） ４０，８００KW

（小型）１５０基以上 約３，０００KW

計 約４３，８００KW

(仮)設備利用率35.61% 年間発電量 １３６，６３１ＭＷｈ

松前町内消費電力量（2023） ２７，１００MWh

松前町内発電量見込 １４３，３４６MWh   

イメージ画像

２０２７年度からは、風力発電（大型）１２基（4,300KW/基） ５１，６００KW増加

年間発電量 １６０，９６３MWh 松前町内発電量見込 ３０４，３０９MWh
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近い将来 松前沖洋上風力発電 規模 ３１５，０００KW

年間発電量見込 ９８２ ， ０００ＭＷｈ

将来年間発電量見込 １，２８６，３０９MWh

松前町の年間消費電力の47.5倍で、松前町と福島町と函館市をカバーできる発電量

これだけの発電量(洋上風力除く)があって、松前町にどれだけの恩恵があるかを考える。

・発電事業者は、電力小売会社等へ売電し収益を得る。

・発電設備の固定資産税が町に収入される。(間接的恩恵)

・発電事業者が地域振興策を実施する場合がある。(間接的恩恵)

② 地発地消への恩恵

・町民が再エネ電気を手頃な額で利用する。(直接的恩恵＋脱炭素貢献)

松前町民(需要家)が、お手頃に気軽に電気を購入(選択)できる仕組みプラス脱炭素に貢献

する仕組み、さらに、費用の町外流出を防ぎ、域内循環により地域振興に費用をまわす。

風力発電の

「直接的恩恵」＋「脱炭素貢献」＋「域内循環」＋「地域振興」を成し遂げることを地域

で発電、地域で消費することで解決、地域エネルギー会社がその役割を担う。
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① 理想 再エネと地域のハブを担う

3. 会社の理想と今後の発展性

出典：松前町脱炭素ロードマップを一部加工
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② 発展性 再エネ事業を広め持続産業とする

第１段階

第２段階

第３段階
第４段階

第５段階 第６段階

最終段階

第４段階以降においては、電気事業以外の複業も視野に

出典：松前町脱炭素ロードマップ



弊社は、松前町が「城と桜のまち」から、いつの日か「城と桜と風のまち」と呼ばれるようになり

再エネ(風力発電)が一次産業や観光に役立っていることが夢であり、その目標として、陸上風力

発電施設の建設および売電する体制をつくることとしております。

松前町で、電力の地発地消と
脱炭素化社会の実現を！

松前の桜も先人たちが一生懸命育ててくれたことで、名物となり、松前は桜の名所となりました。

新しいものを取り入れるときは、勇気も必要であり、現状維持を望む批判もあると思います。

資源の有効活用と企業の採算性、国・町の政策に合致する松前での風力発電の可能性を信じて努力

してまいります。
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